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背　景：先天性胆道拡張症に対する術式として
拡張胆管切除と Roux︲en︲Y再建による肝管空腸
吻合が最適であり，最も一般的に行われている．
ロボット支援下手術で行われる症例が増えてきて
いるが，ロボット支援下手術が腹腔鏡手術の欠点
を克服できるかどうか，そして患者の予後を改善
できるかどうかという点は明らかとなっていな
い．どちらの術式が有効かを示したエビデンスは
少なく，今回，小児胆道拡張症に対するロボット
支援下手術と腹腔鏡手術の有用性を比較すること
を目的とした．
方　法：PubMed, Embase, Scopus, Web of 

Science, the Cochrane Libraryのデータベースを
用い，₂₀₂₂年 ₅月までに発表された ₁₈歳以下の
患者を最低 ₅名は含む論文を対象とした．英語で
書かれた論文に限定し，抽出した論文を ₂名がそ
れぞれ評価して解析用データを収集した．
結　果：抽出した ₄₀論文のうちの ₃₆論文に腹
腔鏡手術のデータが，そして ₈論文にロボット支
援下手術に関するデータが記載されていた．開腹
移行率（腹腔鏡 ₅.₉％ vsロボット ₃.₄％，p＞
₀.₀₅）と術後合併症発生率（腸閉塞，吻合部出
血，吻合部縫合不全，吻合部狭窄など，腹腔鏡
₁₀.₀％ vsロボット ₅.₉％，p＞₀.₀₅）はロボット支
援下手術で少なかったが，どちらも有意差を認め
なかった．術中出血量（腹腔鏡 ₃₈.₆ mL vsロ
ボット ₂₄.₈ mL，p＝₀.₀₀₀₁）と術後在院日数（腹
腔鏡 ₇.₆日 vsロボット ₇.₁日，p＝₀.₀₀₀₁）は有
意にロボット支援下手術で少なかったが，手術時
間（腹腔鏡 ₂₃₀.₀分 vsロボット ₂₉₀.₅分，p＝
₀.₀₀₉）は有意にロボットで長く，費用（腹腔鏡
₄,₈₆₅.₀ドル vsロボット ₉,₇₇₉.₁ドル，p＝₀.₀₀₀₁）
は有意にロボットが高額だった．
結　語：ロボット支援下手術は安全であり小児

胆道拡張症の術式としてふさわしいものである
が，その有用性を確固たるものにするためにはよ
り多くの症例を対象とした長期予後や経済的側面
を解析した研究が必要である．
　【コメント】今回は，小児外科におけるロボッ
ト支援下手術の状況を知っていただければと思い
本論文を紹介させていただきました．ようやく小
児外科領域でも腹腔鏡 vsロボットというメタア
ナリシスが発表されるようになり，ロボット支援
下手術が普及し始めたことを示していると思われ
ます．ロボット支援下手術のメリットは成人領域
とほぼ同様ですが，ロボットが小児の体格に比し
て大きいこと，また，前回（₂₇巻 ₄号）の本欄
でも述べた通り，小児外科では多種多様な疾患を
扱う分，個々の症例数が少ないためエビデンスを
構築しにくく，ロボット支援下に施行可能な保険
収載された小児外科手術が少ないことなどから，
導入が遅れています．
　本報告では，ロボット群として ₈論文が抽出さ
れました．内訳を見てみると，中国 ₃編（n＝₇₀, 
₄₁, ₂₄）のほか，ベトナム（n＝₃₉），韓国（n＝
₃₆），アメリカ（n＝₂₇），インド（n＝₁₉），日本
（n＝₁₀）が各 ₁篇でした．日本発の論文が含ま
れていたことは誇らしいですが，先天性胆道拡張
症がアジアに多く欧米には少ないことを考慮する
と，日本からの報告がもっとあって欲しいところ
です．個人的には近い将来，小児領域においても
ロボット支援下手術が当たり前の時代が来るので
はないかと推測しています．症例数でアジア諸国
と真っ向勝負を挑んでも勝ち目がないのは明らか
ですので，この分野でも今後，日本ならではの発
信ができることを期待しています．
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